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　株式会社ひかり造園は、総合造園建設業を環境産業と位置づけ、その事業活
動を通じて、優しく美しい近隣の自然、大きくは地球環境を守るために、緑化
や森林整備を推進し、積極的な環境保全及び環境創造への取組みに貢献します。

　当社は、環境理念に基づいた環境経営システムを構築し、環境負荷を軽減す
るとともに、よりよい環境づくりを推進することによって、地域の環境保全・
向上を目指します。

1 環境に関連する法規制等を遵守します。
2 環境負荷の削減や地球環境を保全するため、次の事項に重点的に取
り組みます。
①二酸化炭素排出量の削減（化石燃料・電気の省エネ）
②廃棄物の削減（３Ｒの推進）
③水使用量の削減
④紙資源の削減
⑤環境保全やよりよい環境創造のための緑化、緑化維持管理、森林整
　備の推進

3 従業員に対し、この環境方針を周知徹底させます。そのためにも各人が
常に、株式会社ひかり造園は環境負荷削減を目指している会社であるこ
とを意識して行動する社風を創造します。
社外においては、環境活動レポートを作成し、利害関係者とのより良いコ
ミュニケーシヨンを実践します。

制定　平成２１年１０月２０日

代表取締役社長　栗田富好

環境方針
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株式会社ひかり造園

《基本方針》

《環境理念》



２．事業概要

事業所名及び代表者名
株式会社ひかり造園　　　代表取締役社長　栗田富好

所在地
〒４２０-０８３９
静岡市葵区鷹匠三丁目１０番３号

環境管理責任者及び担当者連絡先
責任者 営業部課長　　　　　　 渥美　武
担当者 造園緑化部門　　  　　 小松　庄次郎

緑地維持管理部門 　 大石　隆丸
土木森林部門　　　　　 杉浦　四郎
営業部門　　　　　　　　 渥美　　武

連絡先 ＴＥＬ　０５４-２５３-６５０８　　ＦＡＸ０５４-２５３-７６０５
Ｅ-mail hikari-gk@ka.tnc.ne.jp
URL http://www.hikari-zoen.com/

事業内容
総合建設業 静岡県知事許可（特-１６）第４３３３号
資本金 ２４，０００，０００円
造園緑化部門造園工事、石工事
維持管理部門造園維持管理
土木森林部門土木一式工事、舗装工事、とび・土工・コンクリート工事

事業規模
売上高・・・・４９２，７９２(千円）　  　工事件数・・・２２１件
従業員数・・１１人     　　　　　　　　 車両台数・・・１台
敷地面積・・事務所 157.05㎡  倉庫18.56㎡
決算月・・・・６月

小泉　博基

小松　庄次郎 大石　隆丸 杉浦　四郎 渥美　　武

事務局

環境活動組織図

代表者

環境管理責任者

栗田　富好

渥美　武
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営業部門緑化維持管理部門造園緑化部門 土木森林部門



作成日： 平成21年10月30日

３．環境への負荷の実績
当社における過去３年間の負荷の実績は以下のとおりです。

（事務所及び現場）

平成１９年度実績 平成２０年度実績 平成２１年度実績

(H18.7～Ｈ19.6） （Ｈ19.7～Ｈ20.6） （Ｈ20.7～Ｈ21.6）

二酸化炭素排出量 ㎏-Ｃｏ２ 65,668 63,518 52,655

電力使用量 khw 24,713 26,739 35,719

ガソリン使用量 ㍑ 22,377 20,967 19,813

軽油使用量 ㍑ ― ― ―

コピ-用紙使用量 ㎏ 319 441 499

水使用量 ｍ3 160 109 102

一般廃棄物排出量 ㎏ ― ― ―

産業廃棄物排出量 ｍ3 ― ― ―

工事件数 件 212 203 221

5

項目 単位



作成日： 平成21年10月30日

４．環境目標（中期目標）

（事務所及び現場） 削減目標３％ 削減目標６％ 削減目標９％
平成２１年度実績 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

（Ｈ20.7～Ｈ21.6） （Ｈ21.7～Ｈ22.6） （Ｈ22.7～Ｈ23.6） （Ｈ23.7～Ｈ24.6）

二酸化炭素排出量 ｋｇ-Ｃｏ2 52,655

電力使用量 ＫＷＨ 35,719

ガソリン使用量 ㍑ 19,813

軽油使用量 ㍑ ―

コピ-用紙使用量 ㎏ 499

水使用量 ｍ3 102

一般廃棄物排出量 ㎏ ―

産業廃棄物排出量 ｍ3 ―

工事件数 件 221

環境活動の推進
　・緑化推進事業 本
　･環境保護活動への協力 回
　・グリーン購入 ％

項目 単位

今年度は現状把握
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５．環境活動計画書

目的達成手段 責任部門

１．電力使用量の抑制
基準年度実績 ①空調設備の適温化

平成２１年度 13,502 kg-co2 　　冷房28℃、暖房20℃

営業部 電気使用量の実績対比を発表

平成２２年度目標 13,097 kg-co2 ②照明管理 課長

基準年度比 97％ 　　昼休み等不要時の消灯

削減率 3％

③OA機器の管理

平成２３年度目標 12,692 94％ 　　未使用時電源OFF

平成２４年度目標 12,287 91％

２．燃料使用量の抑制
基準年度実績 ①アイドリングストップ

平成２１年度 43,646 kg-co2 　　駐停車時のアイドリングをストップ

使用者 燃料使用量の実績対比を発表

平成２２年度目標 42,337 kg-co2 ②加減速の少ない運転 全員

基準年度比 97％ 　　交通状況に応じた運転

削減率 3％

③不要な荷物は積まない

平成２３年度目標 41,027 94％ 　　車内の整理整頓

平成２４年度目標 39,718 91％

３．紙使用量の削減
基準年度実績 ①紙の両面使用

平成２１年度 499 kg 　　特に理由が無い限り両面印刷

営業部 紙使用量（購入量）の実績対比を発表

平成２２年度目標 484 ②裏面の使用 課長

基準年度比 97％ 　　社内資料における裏面使用

削減率 3％

平成２３年度目標 469 94％

平成２４年度目標 454 91％

４．水使用量の削減
基準年度実績 ①本社事務所・現場事務所での節水

平成２１年度 102 ㎥ 　　垂れ流し使用の厳禁

営業部 水使用量の実績対比を発表(二ヶ月ごと）

平成２２年度目標 99 課長

基準年度比 97％

削減率 3％

平成２３年度目標 96 94％

平成２４年度目標 93 91％

5．環境活動の推進
①緑化推進事業

　　樹木・草花の植栽（社有地等）

使用者

②環境保護活動への協力 全員

　　ボランティア活動への参加

③グリーン購入

　　エコマーク商品の積極的活用

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

節
　
水
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目　　標
方針に掲げた取り組み目標と整合

環境負荷の自己チェックより設定
環境への取り組みの自己チェックより計画 責任者

確認事項



６．環境活動の取り組み結果

　　　当社では平成２１年１１月からエコアクション２１への取り組みを開始している

　　今回、平成２２年１月までの３ヶ月間の実績を目標値と比較し、評価を行った。

（事務所及び現場） 削減目標３％
平成２０年度実績 平成２１年度 平成２１年度 平成２１年度

（Ｈ20.１１～Ｈ21.１） Ｈ２１.１１ Ｈ２１.１２ Ｈ２２.　１

二酸化炭素排出量 ｋｇ-Ｃｏ2 15,054 3,842 4,088 4,093 12,023 20.1%削減 ○

電力使用量 ＫＷＨ 11,886 1,558 1,935 2,175 5,668 52.3％削減 ○

ガソリン使用量 ㍑ 4,553 1,402 1,447 1,410 4,259 6.5％削減 ○

軽油使用量 ㍑ ― ― ― ― ― ― ―

コピ-用紙使用量 ㎏ 124 32 0 50 82 33.9％削減 ○

水使用量 ｍ3 23 6 6 5 17 26.1％削減 ○

一般廃棄物排出量 ㎏ ― ― ― ― ― ― ―

産業廃棄物排出量 ｍ3 ― ― ― ― ― ― ―

環境活動の推進

　・緑化推進事業 本 ― ― ― ― ―
　･環境保護活動への協力 回 今年度は現状把握 ― ― ― ― ―
　・グリーン購入 ％ ― ― ― ― ―

項目 単位 結果

―

作成日：平成２２年２月２２日
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達成度合計



平成２２年２月２２日作成

７．環境活動の取り組み結果の評価

H２０/１１～H２１/１期間の活動実績は夜間工事、国土交通省の等の工事で書類作成が

夜間となった為、通常実績以上に夜間電力使用量が異常に多かった。

今回の取り組み結果は52.3％の大幅な減少になった。

今後も全社員が協力し使用量の削減に努めていきたい。

H２０/１１～H２１/１期間の活動実績は遠隔地（沼津市戸田、伊豆の国市韮山）の現場が

有り,多くの社員が応援に入った為に使用量が多かった。

今回も遠隔地の現場が有ったが6.5％の減少が出来た。

今後は走行方法等を確認・考慮して使用量削減を計る。

H２０/１１～H２１/１期間の活動実績は国土交通省の樹木管理工事が有った為、通常実

績以上に使用量が多かったので使用量の削減ができた。

今後も両面印刷や裏面使用をし不要な印刷等はしない事を徹底する。

水使用量は社内業務を行う人数により左右されるが、今回は大幅な削減が出

来た。

今後も垂れ流し使用をしない等を徹底しより一層の削減に努める。

静岡市造園緑化協会の日本平動物園の花の植え替え、小さな親切運動静岡県

本部の小さな親切運動のボランティアに参加した。

今後、当社の特性を生かした独自の環境活動も行って行きたい。
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環境活動の推進

項　目 評　　価

使用電力量の抑制

燃料使用量の抑制

紙使用量の削減

水使用量の削減



８．環境関連法規への違反訴訟等の有無 作成日： 平成22年2月22日
環境法規制等 実　　施
の名称/略称 届出・作業等 適用範囲 適用条件 手続き・遵守事項

有効期間
平成22年1月7日から平成27年1月6日

①委託先の許可確認

②委託契約の締結
③契約書の保存(5年)
①マニフェストの交付義務

②マニュフェストの回収・照合
③契約書の保存(5年)
野外焼却の禁止

積み上げ高さの厳守

再生資源利用計画書の作成

再生資源利用計画書の保存

・発注者へ書面による計画等説明
・再資源化等の促進
・再生資源の使用

・領収書

排出ガス対策型 ・指導
建設機械普及
促進規定

早朝・夜間、日曜、祝日の作業自粛 ・市町村へ事前確認
・届出書

早朝・夜間、日曜、祝日の作業自粛 ・市町村へ事前確認
・届出書

・届出書

・届出書

①毎年７月に法規内容の見直し確認を実施し、今回は２月に実施確認結果、違反は有りませんでした。
②過去３年間にわたり、関係機関からの指摘及び利害関係者からの訴訟等も有りませんでした。

現場保管又は仮置場

・マニフェスト管理台帳にて管理

・現地確認

・現地確認
廃棄物廃棄物の処理

廃棄物処理法

・適合マニフェストを使用

汚泥、廃プラ、建設木くず、建設
紙くず、建設繊維くず、がれき
類、コンクリート破片など

産業廃棄物産業廃棄物の委託処理

確認

○

○

○

廃棄物処理・リサイクル

文書・記録

・業者の許可証の確認
・処理場等の現地確認
・委託契約書の内容の確認

規制内容

再生資源利用省令
○

○

確認者

指定副産物：建設発生
土、コンクリート塊、ア
スファルト塊の利用

土工事、外構工事等

○

○

○

建設リサイクル法 工作物に関する工事 改修工事 特定建設資材

協力会社の持ち込み
建設機械など

バックホウ、トラクタショベル,発
動発電機等

○・排出ガス対策型であることの確認

建設リサイクル法 特定家庭用機器の排出 特定家庭用機器

大気汚染

テレビ、冷蔵庫
・小売店に料金を支払い引き渡す又は自
治体指定方法で引き取り依頼

○

･計画書の利用確認

・発注者への計画等説明書と完了報告書

・下請負者への告知

○

○

騒音・振動

杭打ち機、びょう打ち機、削岩
機、空気圧縮機等を使用する
作業

特定建設作業、適用指
定地域

騒音規制法 ○

杭打ち機、びょう打ち機、削岩
機、空気圧縮機等を使用する
作業

特定建設作業、適用指
定地域

振動規制法
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○

水質汚染（排水）

○・公共下水管理者にあらかじめ届け出
汚水を公共下水に排出する場
合

公共下水への排水公共下水への排水下水道法

汚水を河川に排出する場合 ・河川管理者にあらかじめ届け出 ○河川法 河川への排水 河川への排水

建設業

○
許可番号

静岡県知事許可（特-21)第4333号
建設業法 建設工事 工事1件5百万円以上の工事特定建設業の許可


